
 

 

とうきょう ジャーミイ きんようれいはい の ホトバ 

2023ねん１１がつ 24にち（にじゅうよっか） 

しんこう、すうはいこうい、どうとくのせいじつさについて 

www.tokyocamii.org 

そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
わたしたち の すうこう な しゅうきょう で ある イスラーム は、 しんこう、 すうはい、 そして ぜんりょう な   
どうとく を ぎむづけて います。 
しんこう には、 わたしたち の そうぞう された もくてき に したがって こうどう する こと が かかわって きます。 
それ は、 じぶん の せきにん を はたす ため に どりょく する こと を いみ します。 それ は、 わたしたち 
を とりかこむ せかい で なに が おきて いる のか に たいして びんかん に なる こと です。 せかい の どこ 
で あろう と、 はくがい を うける すべて の ひとびと の もんだい に かんしん を もち、 かれら の いたみ 
を じぶん の こと と して こころ に かんじとる こと です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
せいかつ の なか で の しんこう の あらわれ に、 れいはい が あり ます。 れいはい とは、 わたしたち を 
しゅ の よろこび へ と みちびく いってい の ことば と こうい の こと です。 それ は ぜんのう の アッラー 
が あたえて くださる しゅくふく に たいする、 わたしたち の かんしゃ を しめす もの です。 
わたしたち の あいする よげんしゃ ムハンマド・ムスタファ (saw) は、 かこ と みらい の つみ を すべて  
ゆるされて いながら、 たとえ もっとも こんなん な じょうきょう に あっても けっして れいはい を ないがしろ 
には しません でした。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
わたしたち の しんこう を かんせい させる の は どうとく です。 それ は けいじ が くだされた あと に、   
よげんしゃ (saw) が わたしたち に のこした さいだい の いさん です。 イスラーム の ほんしつ は どうとく 
に あり、 それ は ぜんりょう な にんげん で あり、 ぜんりょう な しゃかい で ある ため には ひっす の   
じょうけん です。 
しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
しんこう が、 わたしたち の じんせい に いみ を あたえて くれます ように。 れいはい の こうい が、    
わたしたち の じんかく を きずきあげて くれます ように。 どうとく が、 わたしたち の あらゆる こうどう の  
みちびき と なります ように。 それで はじめて、 わたしたち の て は ハラーム から、 め は つみ から、  
した は うそ から とおざかる こと に なる でしょう。 かぞく は へいあん と こうふく の みなもと と なり、  
りんじん との まじわり は しんらい と あいじょう の せいしん に よって つづいて いく でしょう。 とりひき は 
ハラール と なり、 その りえき には バラカ が もたらされる でしょう。 そうして はじめて、 ちじょう に     
おいて よくあつ されて いる ひとびと、 ぎせい と なって いる ひとびと すべて が えがお に なり、 せかい 
は へいわ と はんえい の ち で あり つづける でしょう。 
ほんじつ の ホトバ を、 わたしたち の よげんしゃ (saw) の つぎ の いのり を もって おわり ます。   
「アッラー よ︕ ぜんこう を ともなう つよい しんこう を わたし に さずけて ください。 えいえん の   
すくい へと いたる おこない が できる よう、 わたし を たすけて ください。」1 

 
1 Ibn Hanbal, II, 321. 


